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審査請求人

幃

●　　　　・　－　　　　●　．四 ダ
十

＼ﾚ 四

審査請求代理人　四ｽ

処分庁　㎜ 福祉事務所長

上記審査請求人（以下 「請求人」という．）から平成２２年５月6 日`付けで提 起さ れた、
処分 庁 が平成２２年４月3 ’O 日付けで行った生活保護法､（以下 「法」という．）に基づく生
活保護の廃止処分（以下.「本件処分」とい う．）脂 係る審査請求について、次のとおり裁決
するふ　　　　一　＼　　　　　･ ．　･．･･　　　　　　　．･･　　　　　　　･･　　　．・ ．

.り

､主　　 …… 文

本件処分を取り消す。

理 由

第:L　 審 査 請 求 の 趣 旨 及 び 理 由 厂　　 ．･･．･･･　　　　　　　　　　　
・．

．　　　　　･･ ．゙・　　　　　・　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・　　　　　　・　　　　●
Ｉ 工　 審 査 請 求 の 趣 旨･ノ　　　　　　　　　 づ　　　 ミ　　　　　　　　　　　　 ト
：　　 本 袮 審 鬻 請 求 眸ヽ

処 分 庁 で あ る;－114 祉 事 務 所 長 が 請 求 人 声 平 成2
ヽ2'年 ４ 月3ﾉO 日

＼ 付 け で し た 本 件 処 分 を 不 服 とくしｔ 、 取 り 消 し､を 求 め 提起 し た も ので あ る 厂　　　 ｀

２　 審 査請求 め理 由 几　　 づ　　　 ぷ　 ・　　　　。　’
゜゚ ･　Ｉ　　　　ゝ　

Ｓ　　･、　　　　Ｊ　　１
本 件審 査 請求 の理 由は、要す 刺 こ次 の とお りで･あり√請 求 人は どの 点胼 ら 、本 件処分

とは 違 法又 は 不 当で あ る と主 張 して い る もの と 解さ れる。　 ／ ｀　　 ∧･
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処 分 庁 は 、 再 三 に 渡 っ て 収 入 に 係 る 挙 証 資 料 の 提 出 に つ い で 指 導 指 示 を 行 う で い た

●　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　
。　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌに も か か わ ら ず･ 、 請 求 人 が こ れ に 従 わ な い こ と を 理 由 に 本 件 処 分 を 行 っ た 。

‘ こ れ に 対 し 請 求 人 は 、 挙 証 資 料 を 処 分 庁 に 提 出 し 指 導 指 示 に は 従 っ て い る 。 ま た 、
●　　　　　　　　　　　丶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　●　　　　・

保 護 が な い と 生 活 す る こ と が で き な い こ と か ら 、本 件 処 分 は 違 法 又 は 不 当 で あ る と 主 張
‘　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　；ｊ　・　　　　　　 ●　　　　　　。 。●し て い る 。　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　 ／　　　　　　　 ノ　　　 レ

第２

１

当庁の認定事実及び判断
認定事実　 。　　　 フレ　　 ト　 厂
調査したところ次の事実が認められる。

（１ ） 処 分 庁 は 、 請 求 人 に対 し 、 平 成 １ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 付 け で 保 護 を 開 始 し た こ と 。づ
Ｉ　冫　．　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　・（２ ） 処 分 庁 は √ 平 成 １ ７ 年:L 月 ４ 日 に 、 請 求 人 宅 を 訪 随 し 、 聯 齢 厚 生 年 金 の 申 請 を 早

・　急 に 行 う よ う 口 頭 で 指 導 し た こ と 。ト　　　　　　 ユ ニ　　　 ＼

（ ３） 処 分 庁 は 、 平 成 １ ７ 年 ２ 月･４ 日て 請 求 人 宅 を 訪 問 し 、 老 齢 厚 生 年 金 申 請 を 行 う た

と の 報 告 を 受 け た と と 。 そ め 際 、 社 会 保 険 事 紿 所 か ら 証 書 が 届 い た ら報 告 す る よ う
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　・　　　　　　　　　― ●　　　　　’

口 頭 で 指 示 し 、 老 齢 厚 生 年 金 の 遡 及 支 給 が あ っ た塲 合･に は 費 刧 返 還 の対 象 にな る こ
ｌ
．
ｊ
Ｉ

１
．１

とを説明 したこ･と。
¶　Ｉ　・　　　．　　　　　　　　゜ ●　　　　　Ｉ　　　　　●　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　Ｉ( 引 処 分 庁 は 、 平 成 １ ７ 年 ６ 月 ２ ９ 日 か ら 平 成 １ ８ 年 ８ 月 ４ 日.に か け て 、 訪 問 又 は 請

．、 ．＝ ・●-･．μ １

～
町ｆ
ｊ
（

●W － － － ･ ･ ●

求人来庁の際、老齢厚生年金｡の裁定請求及び挙証資料の提出を７回に渡り口頭で指
導したこと。　　 二　　　　 っ　レ ‥

（ ５ ） 請 求 人 は 、 平 成･:L8 年 ８ 月 １ １ 日 に 処 分 庁 を 訪 れ 、 老 齢 厚 生 年 金 に 係 る 挙 証 資 料

． を 処 分 庁 に 提 出 し た こ と ．　 ・ 六 卜　 ヽ････　.･j　　　　　　　　 二

こ れ に 対 し 処 分 庁 は 、 同 月 ２ ３ 日 付 け で 、 平 成.17 年 １ ２ 月 よ り 受 給 し た 老 齢 厚

生 年 金 に つ い て 法 第 ？ ８ 条 に 棊 づ く 費 用 徴 収 帝 決 定 廴 、 ㎜ 円 の 返 還 を 命 じ た ・

こ と ．　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　 口　　　　　　　　　　　　 ．･

（ ６ ） 処 分 庁 は 、 平 成 １ ９ 年 ］/O 月 １ ２ 日 に 、 課 税 調 査 の 結 果 に 疑 義 が 生 じ て い る･ と と

か ら 、 請 求 人 に 対 し 、 老 齢 基 礎 年 金 が 顰 り 込 ま れ て い る 通 帳 を 持 ち 来 庁 す る よ う 電

話 で 指 示 し た こ と ．　 ▽ ’ ． ・ ．･･ ．
・　　　　　　　　　　　　　･ ．．･･．･ ．．･･　　　 ．

（ ７ ） 処 分 庁 は 囗 請 求 人 か ら 挙 証 資 料 の 提 出 が な い た め 、･ 平 成 １ ９ 年 ］レ:L 月 ２ ６ 日 に 請

Ｉ　　　　Ｉ　　　　　 ・　　　　　　　　　
― ・　　　　　　　　　　　　　　 ●　．　　　Ｉ

／ 求 人 宅 を 訪 問 し た こ と ．　　　 ；　　　 て
・　 ．

・　　　　　　　　　･･　　
・ ．　　

・ ．

そ の 際 、 請 求 人 は √ 老 齢 基 礎 年 金 を 平 成:L 白 年8j か ら 受 給 し て い る こ と を 認 め

１． ．　　　　 ・　　　　　 ¶
．　　　　 ．　　！　　　　 、 ．　　･．　　　　・　　　　　　　 、　　　　

ｌ
た こ と ．　　　　 ／　　　　　　 ・･･ ．　･･ ．･･　・　　 ．･　　　　　　　　　　 ．‥ ．　　　　　　

＼
丶　　　　　　　　　 ．．　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　

¶　　　　　　　　　　　　　　　 ●
=ご 処 分 庁 は 、 同 日 中 に 挙 証 資 料 を 提 出 す る よ う 口 頭 で 指 示 し た こ と ． 二

（ ８ ） 処 分 庁 が 、 平 成 ２ ０ 年 ２ 月 １ ５ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 し た 際 、 請 求 人 か ら 未 申 告 の

∧ 老 齢 基 礎 年 金 に 係 る 収 入 申 告 齊 の 提 出 が あ っ た こ と ． そ し て 処 分 庁 は √ 請 求 人 に 対

’ し 、 今 後 わ ず か な 収 入 で あ っ て も 申 告 す る よ う 口 領 で 指 導 し た こ と ．　　　　
犬

（ ‥9 ） 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ０ 年2g2  1 日 付 け で 、 請 求 人 が 平 成 工Sj 年 ８ 月 が ら 受 給 し て

ソ
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い た 老 齢 基 礎 年 金 に つ い て 法 第 ７ ８ 条 に 基 づ く 費 用 徴 収 を 決 定 し 、 ㎜ 円 の 返

還 を 命 じ た ご と 。　　　　　　 フ　 ニ　　　 。　 卜 卜　　　　　　　/

(10) 処 分 庁 は 、 平 成2 ↓ 年 ９ 月 １ ５ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 し た 際 、 平 成 ２ ０ 年 中 に 受 給

し た 企 業 年 金 が 末 申 告 で あ る こ と が 判 明 し た こ 逝 。　'　　　　 ｌ

(Ｕ) 処 分 庁 は 、 平 成 ２ １年 ９ 月 １ ８ 日 付 け で 、=請 求 人 が 平 成 ２ ０ 年 中 に 受 給 し た 企 業

年 金 に つ い て 法 第 ７ ８ 条 に 基 づ く 費 用 徴 収 を 決 定 し 、請 求 人 に ㎜ 円 の 返 還 を 命

じ た こ･と 。 。　　 匸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二

(12) ∧処 分 庁 は 、 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ３ ０ 日 に 、 請 求 人 宅 を 訪 問 し た こ と 。 そ の 際 、 平 成 ２

１ 年10､ 月 に 受 給 し た 企 業 年 金 に つ い て 未 申 告 で あ る こ と が 判 明 し 、請 求 人 に 対 し 、

●　　　　　　`　'。　　 ｀ｄ　　　●　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　・早 急 に 挙 証 資 料 を 提 出 す る よ う 口 頭 指 導 し た と 主 張 し て い る こ と 。　　　　　
ダ

こ れ に 対 し 、卜 請 求 人 は 、 担 当 ケ ー ス ワ ー・ｶｰ 交 代 の 引 継 ぎ の み の 訪 問 だ っ､た と 主

／ 張 し て'い る こ と 。　　　　 ＞ 二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▽

(13) 処 分 庁 は 、､平 成22 年 ４ 月 ２ 日 、 平 成 ２ １ 年 中 の 企 業 年 金 に 係 る 収 入 申 告 が な い

こ と か ら 、 請 求 人 に 対 し 法 第2 力 条･に 基 づ く 文 書 指 導 を 行 っ た こ と 。二

▽ そ の 文 書 に は 次 の こ と が 記 載 さ れ て い た こ と 。 プ　 尚　　 ／　　　 十
″

。４

ｊ

卩
・

ｔ

・

・

Ｉ

Ｉ

・

”

″
・
、

ｉ

．

‘・
・

・
・
・

’
・

’
…

’

・
・

。

゜

ご指 導 事 項 卜　　　　　　　　　　 ∧　 二　　　　　　　 ∧　 て　　 卜
－　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　●¶　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
企 業 年 金 の 支 払 い 通 知 書 及 び 企 業 年 金 が 振 り 込 ま れ た 通 帳 を持 参 の 上 、４ 月 ９

日｡（金 ） の 午 前11. 時 に 必 ず 来 所 し て く だ さ い 。=ﾉ　　　 ＞　　　 二
・l　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　　　　I　　　　　　　　II ●な おﾐ 上 記 指 示 事 項 が 履 行 さ れ な い 際 に は 、 生 活 保 護 法 第 ６ ２条 に よ る 保 護 の 停 ・

止 又 は 廃 止 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 ＜だ さ い 。　　 ＞　 ∠　　　　 上

(14) 請求 人はぐ 文書指示期日の平成 ２２年４月９日には、処分庁へ来庁しなかったこ
と．、・．・ ．　　　　・．･･．・　　　　・、　　　　　　　　　　　　　　 ０　　 犬 、

(15) 処分庁は、平成 ２２年 ４月１ β日に、請求人に対し再度法第27 条に基づく文書
指導を行っ たこと．　　 、　　 ＼ ．････　　　・．　　　･･　　　　．．　（　‥
そして 、そ の文書には次のことが記載されていたこと． －　　‥　＞

指 導 事 項　　 ＼　　　 ｙ　　　　　　　　 ／　　 卜　　 ．　　　　 〉　　 ．

企 業 年 金 の 支 払 い 通 知 書 及 び 企 業 年 金 が 振 り 込 ま れ た 通 帳 を 持 参 の 上 、４ 月 １

‘　　 ６ 日 （金 ） の 午 前 ８時 ３ ０分 に 必 ず 来 所 し て く だ さ い い　　 犬

上　
な お ４ 上 記 指 示 事 項 が 履 行 さ れ な い 際 に は 、 生 活 保 護 法 第 ６ ２ 条 に よ る 保 護 の 停

止 又 は 廃 止 ど な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い ． ・．・ ．･･　　　　　　 ．･

¶Ｉ　　　　●　　　Ｉ　：．　　　　　　　　　`　　　　　．・．　　・　　．Ｉ･　¶　　　： ｜　　　　・
(16) 亅 青求 人 は 、 文 書 指 示 期 日 の 平 成 ’2 2年4 一月1 ’6日 に は. 処 分 庁 へ 来 庁 し な か つ･た

こ と ．　　　　･ ．　　　　　　　　 卜　　　　　　 こ　　 卜

リ



（17）処分庁･は、平成２２年４月１６日付で、認定事実（工3)  (15) の指導指示違
反を理由として、請求人に対し法第６２条に基づき保護を廃止する旨通知したこと。
その通知には次のことが記載されていたこと。卜　　 、　　　卜　　　　　尚
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①　 生活 保 護 廃止 期 日匸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　 匸　 二

∧　 平 成 ２２年 ５月 １ 日　　　　 ‥　　　　　　　　　　　　　　　　 …… …

②　 廃 止事 由　　 ．　　　　　　 ∧　　 二 ．　　　　　　　 卜　　　 匸

・ 生活 保 護法 第 ２ ７条 の規 定 に 基 づ き 、主 に対 し 口 頭 及び 文書 によ る指 導 ・

I指 示 を 行 って き た もので あ･るが 、主ｕ 度重 な る指 導 ・指示 に従 わな か ゴ た た
ａ　ａ　　　　　　　　　　　　　Ｉ Ｉ　　　　　●　　　　　　・　　　　　●　　　　．
め、 法 第 ６ ２条 ３項 の規 定 に基 づ き 生活 保 護を廃 止 と する･．

③ ノ弁 明の 機 会に つ い て　　　　　　　 ノ　　　　　 ト　　 ト 尚

！　　こｽの゙ 法第 ６ ３条 の規 定 に 基づ く 保 護 の廃 止通 知 に対 し ては 、福 祉事 務 所 か

ら行 った 指 導 ・指 示 に従 わな か っ た こ と に つい て の弁 明の機 会が あり ま す ．

④　 来 所指 示葬 ∴平 成 ２２年4  n  3 0 日 （金 ）午 後 ４時

18 ） 請 求 人 は 、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ ９ 日 に 、 審 査 請 求 代 理 人 （以 下 「代 理 人 」 と い う ．）
卜 と と も に 処 分 庁 を 訪 れ レ 企 業 年 金 連 合 会 老 齢 年 金 振 込 通 知 書 （以 下 「企 業 年 金 通 知

書 」 と､い う ） の 提 出 を し た こ と ． 十　　　 呂 ノ　　　　　 コ　　　 ・
丶　　　　　　　　　-･　　 、　●　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　 ■・　　　-ｊ　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゜ Ｉ処 分 庁 は そ れ を 受 け 取 っ た こ と ． ま た 、 そ の 企 業 年 金 通 知 書 に は 、･次 の こ と が 記

載 さ れ て い た こ ど ．ご
．
．・　･･ ．･

．･　　　 ．・・ ・ ．　　　　･ ． ．　･･．
．･･･

．．．　　　　　･ ．　・

①
②
③

ｉ

ｊ

―

Ｉ
ｒ

④
⑤

支払者　企業年金連合会理事長
発行日　平成２:L年１月１３日　／　　　ダ
咋 金の支払予定年月日　平成･2,i年１０月１日
（平成2.0 年１０月より平成２１年９月分まで．）
差引き支給額　四 円‥　‥ ‥‥‥ ’
年金証書番号

( 湎 亅 青 求 人 は
、 平 成 ２ ２

年 ４ 月 ３ ０ 日 に
、 弁 明 の た め 代 理 人 と 共 に 処 分 庁 を 訪 れ た こ

７　。 ・　　　･ 。　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　 冫丶　．Ｉ　　　　　　　 Ｉ　　　　●
．　　　　　　　　 ｌ　ｌ，　

●
と 。　　　 二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≒　j　　//

(20) 処 分 庁 は 、､ 請 求 人 の 弁 明= に つ い て 、 指 導 指 示 に 従 わ な か｡ つ た こ と に 対 す る 合 理 的

な 説 明 は な か っ た と し て 、 同 日 付 け で 本 件 処 分 を し た こ と
。　　 ／　 卜

１　

■
Ｓ

■

Ｉ

■ノレ



'二气 ゜ltF9 丁″ａ

―
；

ｉ

Ｉ
Ｉ

をＩ
Ｉ

Ｉ

２　 判 断　　　
‥

゛　　　　　　　 △　　　　 ト　　　　 フ　
レ ー

（ １ ）･ア　 法 第 ４ 条 １ 項 に よ れ ば 、 保 護 は 、 生 活 に 困 窮 す る 者 が､ そ の 利 用. し 得 る 資 産ﾐ
・　　　　　　　　　　　4 ●　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■
／　 能 力 、 そ の 他 あ ら ゆ る も の を 、 そ の 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に 活 用 す る こ

●　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
と を 要 件 と し て 行 わ れ る も め と さ れ て い る ．　　　　　　 一　　

づ
イ　 そ し て 、 法 第 ８ 条1. 項 に よ れ ば 、 保 護 は 、 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め る 基 準 に よ り

測 定 し た 要 保 護 者 の 需 要 を 基 と し 、 そ の う ち
い
そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た す

こ と の で き な い 不 足 分 を 補 う 程 度 に お い て 行 う も の と す る と さ れ て お り
、 同 条

‥ ‥
‥2

項 に よ れ ば･ 、 前 項 の 基 準 は 、 要 保 護 者 の 年 齢 別 、 性 別 、 世 帯 構 成 別 、 所 在 地

域 別 そ の 他 保 護 の 種 類 に 応 じ て 必 要 な 事 情 を 考 慮 し た 最 低 限 度 の 生 活 の 需 要 を

十　 満 た す に 十 分 な も の で あ っ て 、 か つ 、゙ こ れ を 超 え な い も の で な け れ ば な ら な い

レ　 と さ れ て い る ．　 コ ニ　　 厂　　　　　　 ．･　　　　　　 ＼
㎜　　　　ｊ　　　　　　　　

¶　　　　　　 “　ｆ　ｌ　　　　 ●　　　　　　･ ．●　･ｉ･　　　 ．･　．　●
こ れ は

、 生 活 保 護 制 度 に よ. り 保 障 さ れ る べ き 最 低 限 度 め 生 活 は レ 厚 生 労 働 大

レ 臣 の 定 め た 法 に よ る 保 護 の 基 準 （ 昭 和3･8 年 厚 生 省 告 示 第 くレ58 号
． 以 下 「保

護 の 基 準 」､ と い う ．） に よ っ て 、 要 保 護 者 各 々 に つ い て 具 体 的 に 確 定 さ れ
、 そ し

て そ の 保 護 の 程 度 は 、保 護 の 基 準 に よ っ て 測 定 さ れ た 需 要 と 要 保 護 者 の 資 力､･（ 収

引　　 入 ） と を 対 比 し 、 そ の 資 力 で 充 足 す る こ と の で き な い 不 足 部 分 に つ い て 補 完 的

lgF哺　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　Ｉ　　　　　　　　　　 ●回　　 に 保 笋 さ れ る､ こ と を 定 め て い る も め で あ る
．I..･ ・　　･･　.･･

・　.･.･･琵･　 ウ　 ま た
、 保 護 の 味 定 に あ た っ て 、 法 第61 蚕 に よ れ ば 、 被 保 護 者 は 収 入 、 支 出

引　　
そ の 他 生 計 の 状 況 に つ. い で 変 動 が あ っ た と き は

、 す み や か 已 祉 護 の 実 施 機 関
こ
厂

∧ 又 は 福 祉 事 務 所 長I 比 そ づ 旨 を 届
み
な け れ ば な ら な い と さ れ そ い る ． 卜　　 、…　 …

エ　 上 記 届 出 義 務 を 履 行 し な い 場 合 に つ い て 、 法 第 ２ ７ 条 に よ れ ばj 保 護 め 実 施

二　　 機 関 は 被 保 護 者･ に 対 し て 、 保 護 の 目 的 達 成 に 必 要 な 指 導 又 は 指 示 を す る こ と が
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ　●　・
’ ／　 で き る と さ れ て い る ．　　　　　 ・　　 卜　　　　　　　　　

． ．

オ　 こ の 指 導 指 示 に つ い て 法 第 ６ ２ 条 １ 項 に よ れ ば 、 被 保 護 者 は 、 保 護 の 実 施 機

関 が 法 第 ２ ７ 条 の 規 定 に 基 づ き 必 要 な 指 導 夂 は 指 示 を し た と ぎ は 、 こ れ に 従 わ
ｉ　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●な け れ ば な ら な い と 規 定 し 、 ま た 、 同 条 第 ３ 項 で 被 保 護 者 が こ れ ら の 指 導 指 示
■　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　 ｊ　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　 ・　　　　　　　 ．●･　　　　　　　　　 ●尚 に 従 わ な い 時 は 、 保 竢 の 実 施 機 関 は 、 保 護 の 変 更 、 停 止 又 は 廃 止 を す る こ と が

／　 で き る と さ れ て い る ．　　　　　 ・ ・･ ．･
．．　　　･ ．

・ ・ ．･･　･･
．･．　・ ．･

．　　　･ ．・㎜　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． ミ　　　　　　　　　　 ●　　　　　　 Ｉ　　 ●　．
オ　 な お 、 保 護 め 変 更 、､ 停 止 又 は 廃 訛 と は 別 に 、 法 第7/8 条 に よ れ ば し 被 保 護 者

が 申 告 義 務 を 怠 り 不 正 な 手 段 に よ り 保 護 を 受 け た 場 合 、 そ の 費 用 の 全 部 又 は ¬-

∧　 部 を そ の 者 か ’ら 徴 収 で き る と し 、 そ （7:?扱 い に つ い ’て 、 生 活 保 護 行 政 を 適 珥 に 運

’ 営 す る た め の 手 引 き に つ い て （ 平 成 １ ８ 年 ３ 月 ３ ０ 日 社 援 保 発 第0330 ﾀﾞ01

号 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 保 護 課 長 通 知 ） に よ れ ば 、「 届 出 又 は 申 告 に つ い て 囗

・　 頭 又 は 文 書 に よ る 指 導 指 示 を し た に も か か わ ら ず そ れ に 応 じ な か っ た と き 」 等

勿 状 況 が 認 め ’ら れ る 場 合 に 適 用 す る と さ れ て い る ． ：　　　　 △ ／

Ｉ　　　丶　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　 ●
二　　 ／　　　　　 ▽　　 △　　 「

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶　　　　　　　　　　 ●　・　　　　　　　 ・　　　 Ｉ

パ
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二 月

欧 球

（ ２ ） そ こ で､ ’ こ れ を 本 件 に つ い て み る と 、 処 分 庁 は 、 請 求 人 の 収 入 未 申 告 に 対 し

Ｉ　　　　　 ●　丶Iて ご 認 定 事 実(2  0) の と お り 法 第 ６ ２ 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ い て 本 件 処 分 を

行 っ た も の で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　
、

確 か に 請 求 人 は 指 定 期 日 に は 来 庁 し な か っ た が 、 認 定 事 実(18) に 記 載 の

と お り 、 後 日 代 理 人 と と も に 処 分 庁 を 訪 れ 、･ 企 業 年 金 通 知 書 を 処 分 庁 に 提 出 し

Ｉ　　　　　　　 ●　　　　■。　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　・　・　　　　　　　 １　　　　　　　　　　 ・
て い る 。　　　　　　　　　　　　　　 ご 、

二　 ：　　　　　　　　　 一 、

認 定 事 実(1.3) 、。(1  5) 。の 指 導 指 示 の 趣 旨 は 、 被 保 護 者 の 収 入 を 適 切 匕 把 ｀

握 す る た め 収 入 認 定 の 根 拠 と な る 資 料 の 提 出 を 求 め る も の で あ る｡ か ら4 年 金 の
Ｉ　ｉ　、　　　　　●　　　　。　　　　　　・ Ｉ　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　 １･　ｌ ，

振 込 ま れ た 通 帳 の 提 出 は な か っ た も の の 、 当 該 企 業 年 金 通 知 書 に は 、 年 金 の 支

払 予 定 白 及 び 振 込 額 が 記 載 さ れ て お り 。 そ れ の み で あ っ て も 収 入 認 定 の 根 拠 に

≒ 足 る も の で あ る 。▽ ’　　　　 匸　
・･

。　･･･
・　　　　　　　　

。 ・　　　　･･

’請 求 人 が 収 入 申 告 を 怠 た っ た こ と は 違 法 で あ り 、 法 第 ７ ８ 条 に よ る 費 用 返 還

義 務 は 免 れ な い も の と 認 め ら れ る が 、 収 入 認 定 の 根 拠 書 類 を 提 出 し 、 法 第 ２ ７
・　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　 ●　　　　　　　　　　 ●　　　　　　 丶

条 に 基 づ く 指 導 指 示 に 実 質 的 に 従 づ て い る た め レ 指 導 指 示 違 反 を 理 由 と し た 本

・　　　　 ・　　　　　 ●･　　　　　９　・　　　　　　　 ●Ｉ　　　　　　　　 。　　　　　　　　　 ゛　　　 ｜件 処 分 は 不 適 法 で あ る 。 二　 ’　　　　 ▽　　　　　　　 ダ

’と こ3 ト　　　　　　　　　　　 プ･　 ヽ　　　　　　　　　　　　 ．･　　．･　　　　　　　　　　　　 二　　 卜
､し●・､.､..・　　　　　　　　　　　 卜　　　 ’･　　　 ＝　････ ．･．．　　 ・･･　　　　 ・ ．
. ご 二.厂　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ･’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ

・ 以 上 の と お り √ 本 件 審 査 請 求 に は 理 由 が あ る の で 、 行 政 不 服 審 査 法 第 ４ ０ 条 第 ３ 項 の 規

定 に 基 づ き 、 主 文 の と お り 裁 決 す る6 ダ　 １　　 二 ．･
． ・･ ．･．．　　　　 ・ ．･　　 ． ．

．・

平成２３年７月２９日

長野県知事　村井 子 犬
仁

･
慳`1` '●` 1ヽヽ ･ 一一･･-４,4･｡,la.｡,｡

ｼﾞ

回



こ の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３
¶　　　　　　　　　　　　　。　　　　■　　　Ｉ　　　　　　　 Ｉ

Ｏ 日 以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す 。（な お 、 裁 決 が あ っ た

こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ ０ 日 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起
●　Ｉ　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　｜　　　㎜

算 し て とL年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き な く な り ま す 。）卜

尚 ま た 、 こ の 裁 決 に つ い て は 、 こ め 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ か

月 以 内 に 、 こ の 裁 決 の 前 提 と な る｡決 定 を し た 市 を 被 告 と し て （訴 訟 に お い て 市 を 代 表 す る
、　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　 ｉ　　　・　　　●　　・　　　　●　● ●･　●　●●　　　　。「。・

者 は 市 長 と な り ま す､ 」 決 定 の 取 消 し の 訴 え を 、 あ･る い は 県 を 被 告 と し て （訴 訟 に お い て 県

を 代 表 す る 者 は 知 事 と な り ま す 。） こ の 裁 決 の 取 鑼 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す 。／

（ な お √ 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ だ 日 の 膣 日 か ら 起 算 し て ６ か 月 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が

あ っ た 日｡め 翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る ご

と が で き な く な り‘ま す 。） 犬　　　　　　　 ’≒　　　　　　　　　 十　 ∧　I　　 ＼　　I･

上記は謄本です。
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